
健康福祉課国保・介護グループ　☎ ㉙ 7072（早来）　☎ ㉕ 4555（追分）

　日本の高齢化率は29.1％と年々上昇し、安平町の高齢化率も37.6％と全国的と比較して高い状況
にあります。認知症の方も年々増加しており、令和７年には約700万人（高齢者の約５人に１人）
が認知症になると予測されています。
　認知症にも様々な症状があり、その中には外出したものの帰り道や行き先が分からなくなり行方
不明になってしまうことがあります。徘徊により行方不明になる高齢者は年々増加しており、年間
で約17,000人にも達しています。行方不明の時間が９時間を過ぎると発見率が大幅に減少し、５
日間を経過すると生存率は０％となると言われているため、早期発見が極めて重要となります。
■安平町SOSネットワーク事業
　万が一の行方不明時に備え、「名前」「住所」「連絡先」「写真」などの事前登録を行い、実際に行
方が分からなくなった際に登録した情報を活用し、早期発見・保護するための事業です。登録情報
は苫小牧警察署、安平町在宅介護支援センターで情報共有します。登録は健康福祉課国保・介護グ
ループで行っています。

問合せ　・健康福祉課国保・介護グループ　☎ ㉙ 7072（早来）　☎ ㉕ 4555（追分）
　　　　　（安平町地域包括支援センター）　
　　　　・安平町在宅介護支援センター　　早来・遠浅地区　☎ 090‒6879‒8957
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安平・追分地区　☎ 080‒6085‒7894

■安平町SOSネットワーク事業の協力員を募集しています
　行方不明になった方を無事に保護するために、協力員として捜索にご協力をお願いしているもの
です。10月現在、97名の方にご協力いただいております。

　・ 申し込みを希望される方は、健康福祉課国保・介護グループにお問い合わせ 
ください。もしくは、右記二次元バーコードを読み取り、ご登録ください。

　・行方不明者が発生した際は、安平町SOSネットワークよりメール配信を行います。
　　※協力員の方については、ご負担にならない範囲でご協力ください。
　・「この道で見かけた」などの情報がありましたら、苫小牧警察署、健康福祉課国保・介護
　　グループへご連絡ください。

　上記のように、万が一の際にも早期の対応・発見を行えるよう、安平町SOSネットワーク事業を
展開しています。安平町SOSネットワーク事業について詳しく知りたい、認知症の方についての相
談を行いたい等がありましたら、安平町地域包括支援センターまでお電話ください。また、その他
にも多種多様なサービスがありますので、相談やお困りごとがあればご相談ください。
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